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牛を売る少年。マルワリード用水路が開通し、沙漠化していた地に気が付けば市場が復活。当初は骨と皮ばかりだった牛たちが今では満足げ

に肥え、活気がみなぎっている。

植樹100万本達成！ 2018年度現地事業報告

2018年度会計報告

100万本の植樹は私たちの誇り

1本の木もなかった沙漠に、今、木々の葉がそよぐ

1本1本に水をやり、防風林の世話をします

合法的な食物を生産することの幸せ

苗を育て、木を見守ります

PMS、アフガニスタン復興ゼロからの出発

PMS訓練所の受講生によるトレーニングの感想

水のよもやま話 (4) 「治水」と「洪水制御」—東洋における水

⑥カラー連載 マルワリード用水路を行く②C地区 (900~1600m地点）

⑥カラー特集 祝！植樹100万本達成！

中村哲

ペシャワール会事務局

ジアウルラフマン

ハザラットグル

アブドル ハナン

ラフマットグル

徳永哲也

サイードモクタール

中村哲

ベシャワール会は、 1983年9月、中村哲医師のバキスタンでの医療活動を支撲する目的で結成され

ました。彼の活動を支採するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願つています。
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植樹100ガ本達成！
和平への動きが活発化、干ばつは一時的に解消

一現地赴任から35年が経ち、いまだに事業が進められていることに不思議な気がしています。医療から

始まり、大干ばつで瀧漑・農業に力を注ぎ、そして今、温暖化による沙漠化と対峙して河川からの取

水技術に集中しています。しかし、追いかけ続けてきたものは変わりません。

PMS（ピース・ジャバン・メディカルサービス）総院長／ペシャワール会現地代表 中村哲
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異
常
気
象
と
和
平
へ
の
動
き

二
0
一
六
年
か
ら
三
年
間
連
続
し
て
少
雨
が
重

な
り
、
ア
フ
ガ
ン
全
土
が
渇
水
と
干
ば
つ
に
見
舞

わ
れ
た
。
特
に
ヘ
ラ
ー
ト
や
カ
ン
ダ
ハ
ル
周
辺
の

諸
州
で
著
し
く
、
西
部
で
二

0
万
人
な
ど
、
大
量

の
国
内
避
難
民
が
発
生
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
生
活
を

し
な
い
避
難
民
を
入
れ
る
と
、
実
数
は
発
表
を
上

回
る
。だ

が
二

0
一
八
年
十
月
中
旬
か
ら
、
今
度
は
洪

水
が
発
生
す
る
ほ
ど
の
多
雨
と
な
っ
た
。
豊
富
な

降
雨
降
雪
は
翌
二

0
一
九
年
四
月
ま
で
続
き
、
干

ば
つ
は
一
時
的
に
解
消
し
た
。

か
ん
が
い

こ
の
経
過
を
通
じ
て
「
安
定
灌
漑
」
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
土
で
灌
漑
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
た
。

依
然
と
し
て
都
市
部
で
治
安
が
悪
く
、
農
村
部

で
は
秩
序
維
持
の
た
め
に
タ
リ
バ
ン
勢
力
に
頼
る

村
落
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
人
々
の
間

え
ん
せ
ん

で
厭
戦
気
分
が
広
が
り
、
和
平
へ
の
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
。
二

0
一
八
年
六
月
、
内
戦
が
始
ま

っ
て
以
来
初
の
「
ラ
マ
ザ
ー
ン
明
け
休
戦
」
が
政

府
と
タ
リ
バ
ン
勢
力
の
間
で
実
現
、
東
部
で
は
完

全
に
協
定
が
順
守
さ
れ
、
和
平
へ
の
動
き
を
加
速

し
た
。
同
年
十
月
、
タ
リ
バ
ン
の
「
農
業
・
牧
畜

全
体
と
し
て
P
M
S
の
動
き
は
、
水
利
施
設
の

ザ
カ
ー
ト
委
員
会
」
が
干
ば
つ
避
難
民
救
済
を
呼

び
か
け
、
国
際
団
体
の
保
護
を
表
明
し
た
。
二

0

一
九
年
四
月
に
は
和
平
国
民
大
会
議
（
ロ
ヤ
ジ
ル

ガ
）
が
開
催
さ
れ
た
。

東
部
を
根
拠
地
に
し
よ
う
と
す
る
I
S
（
イ
ス

ラ
ム
国
）
は
、
政
府
軍
や
タ
リ
バ
ン
軍
と
の
戦
闘

に
圧
さ
れ
て
下
火
に
向
か
い
、
限
局
し
た
動
き
と

な
っ
て
い
る
。

年
度
事
業
の
あ
ら
ま
し

PMS農場内のガンベリ公園で、新年を祝う人々 (2019年3月21日）
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普
及
活
動
へ
向
け
て
大
き
な
舵
が
切
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

第
四
次
J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）

I
I
P
M

S
共
同
事
業
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
11)
は
J
I
C
A

側
の
止
む
を
得
ざ
る
事
情
に
よ
っ
て
第

一
期
工
事

の
二
年
間
で
終
了
、
第
二
期
工
事
二
年
間
（
二
〇

一
八
年
十
月
ー
ニ

0
年
九
月
）
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の
資
金
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
。
既
に
緊
急

工
事
で
全
流
域
に
用
水
路
網
が
い
き
わ
た
っ
て
は

い
た
が
、
大
掛
か
り
な
護
岸
工
事
、
排
水
路
網

整
備
な
ど
は
残
さ
れ
、
現
在

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
二

0
1
0

年
か
ら
八
年
間
続
け
ら
れ
て

き
た
J
I
C
A
I
I
P
M
S
共

同
事
業
は
、
広
大
な
地
域
の

安
定
灌
漑
と
取
水
設
備
の
技

術
的
完
成
を
成
果
と
し
て
残

し
、
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。

ぜ
き

カ
マ
堰
再
建
は
二

0
一
九

年
二
月
に
終
わ
り
、
カ
マ

地
方
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
澗

す
安
定
灌
漑
の
態
勢
が
整
っ

た
。
同
時
に
取
水
堰
の
「
完

成
形
11
標
準
設
計
」
が
成

り
、
普
及
事
業
へ
向
け
て
大

き
な
歩
み
と
な
っ
た
。
一

方、

F
A
0
(
国
連
食
糧
農

業
機
関
）
と
継
続
し
て
き
た

ミ
ラ
ー
ン
訓
練
所
が
軌
道
に

乗
り
、
次
の
展
開
が
模
索
さ

れ
た
。
一
八
年
度
は
ニ
―

1
0

カチャラ、コーティ、タラーン、ベラ村に安定した灌漑をもたらすマルワリードII用水路。両岸の柳ヘ

の水やりに勤しむ (2019年3月28日）

ー．

医
療
事
業

名
が
受
講
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
国
各
州
の
技
官

レ
ベ
ル
が
参
加
し
て
現
場
を
実
見
、
大
き
な
希
望

を
与
え
た
。

現
地

P
M
S
と
日
本
側
と
の
交
流
は
継
続
さ

れ
、
一
八
年
七
月
と
十
一
月
に

P
M
S
首
脳
陣
が

来
日
、
一
九
年
四
月
に
は

F
A
0
事
業
の
一
環
で

山
田
堰
土
地
改
良
区
の
徳
永
哲
也
理
事
長
が
現
地

を
訪
問
し
た
。

「
緑
の
大
地
計
画
」
二

0
年
継
続
態
勢

一
昨
年
度
に
打
ち
出
さ
れ
た
―

1
0年
態
勢
は
、

①
既
設
の

P
M
S
水
利
施
設
の
維
持
、
②
隣
接
地

域
へ
の

P
M
S
方
式
普
及
、
を
目
的
と
す
る
。
こ

の
方
針
の
も
と
に
、

一
八
年
十
二
月
以
来
、
マ
ル

ワ
リ
ー
ド
用
水
路
改
修
が
進
め
ら
れ
、
同
流
域
住

民
の
結
束
に
よ
る
水
管
理
が
整
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
と
関
連
し
て
P
M
S
の
自
立
を
促
進
す
る

べ
く
、
ガ
ン
ベ
リ
農
場
の
整
備
に
力
が
注
が
れ
た
。

日
本
側
も
こ
の
事
態
に
呼
応
し
て
、
二

0
一
六

年
に
「
P
M
S
I
A
P
A
N
（
支
援
室
）
」
が
発

足
、
事
務
作
業
の
円
滑
化
と
現
地
連
絡
が
大
幅
に

改
善
し
た
が
、
更
に
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

一
八
年
度
の
診
療
内
容
は
表
1
の
通
り
。

地
域
で
残
る
数
少
な
い
診
療
所
と
な
り
、
重
き
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本
地
域
は
ミ
ラ
ー
ン
堰
対
岸
に
あ
り
、
四
カ
村

に
三
万
人
が
居
住
す
る
。
川
沿
い
に
長
い
ベ
ル
ト

地
帯
で
、
河
道
が
安
定
せ
ず
、
沿
岸
は
し
ば
し
ば

洪
水
が
襲
っ
て
大
被
害
を
繰
り
返
し
、
村
民
の
大

半
が
難
民
化
し
て
い
た
。
本
地
域
の
安
定
が
今
後

か
な
め

の
全
体
の
維
持
の
上
で
も
要
と
な
る
と
判
断
、

一

六
年
十
月
に
第
四
次
J
I
C
A
共
同
事
業
と
し
て

開
始
さ
れ
た
（
詳
細
は
一
六
、
一
七
年
度
報
告
参

照）。 カ
チ
ャ
ラ
堰
流
域
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
II)

第
二
期
工
事

主
幹
排
水
路
工
事
（
約
一
・
七
km)

ガ
ン
ベ
リ
排
水
路
網
の
完
成

主
な
工
事
は
表
2
の
通
り
。

2
．
淵
漑
事
業

を
な
し
て
い
る
。

表1 2018年度診療数及び検査件数

国名 アフガニスタン

地域名 ナンガラハル州

施設名 ダラエヌール診療所

外来患者総数 47,128 

【内訳】 一般 38,516 

ハンセン病

゜てんかん 503 

結核 80 

マラリア 4,618 

外傷治療総数 3,411 

入院患者総数

検査総数 11,205 

【内訳】 血液一般 1,111 

尿 1,688 

便 2,527 

ハンセン病塗沫検杏

゜抗酸性t旱菌 167 

マラリア 4,596 

リーシュマニア 610 

その他 506 

は

一
七
年

当
初
四
年
を
か

け
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
急
速
な
治

安
悪
化
と
大
量
帰

還
難
民
の
発
生
が

起
き
、
急
き
ょ
方

針
を
変
更
、
全
域

の
早
期
灌
漑
に
よ

っ
て
帰
還
難
民
の

帰
農
を
目
指
し

た
。
一
八
年
九
月
ま
で
に
主
幹
水
路
五
・
六
km
全

線
、
カ
チ
ャ
ラ
ー
．

II
．
III
、
コ
ー
テ
ィ
、
タ
ラ

ー
ン
、
ベ
ラ
の
各
分
水
路
を
完
了
、
送
水
を
開

始
、
全
域
灌
漑
を
実
現
し
た
。

一
八
年
十
月
、
第
二
期
工
事
（
二

0
年
九
月
ま

で
二
年
間
）
は

P
M
S
単
独
で
、
総
工
費
二
億
円

は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
資
金
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
本
流
域
の
も
う
―
つ
の
重
要
点
は
、
洪

水
対
策
11
護
岸
工
事
で
あ
る
。
灌
漑
と
並
び
、
大

河
川
沿
い
の
村
落
復
興
に
は
欠
か
せ
ぬ
事
業
と
し

て
、
八
•
五
k
m全
線
で
本
格
的
な
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
下
流
域
の
対
岸
は
ミ
ラ
ー
ン

堰
が
あ
り
、
河
道
整
備
に
よ
っ
て
同
堰
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
で
あ
る
。

十
二
月
に
完
工
し
た
が
、
ガ
ン
ベ
リ
下
流
域
、
約

一
・
九
km
の
主
排
水
路
は

一
九
年

一
月
、
住
民
問

の
合
意
が
成
立
し
て
着
工
し
た
。
こ
れ
で
ガ
ン
ベ

リ
地
域
の
湿
地
は
完
全
に
処
理
さ
れ
る
。

現
在
ま
で
に
処
理
さ
れ
た
湿
地
ま
た
は
湿
害
地

は
約
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
マ

ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
全
流
域
は
給
排
水
分
離
を

整
え
、
完
全
に
耕
地
を
取
り
戻
し
た
と
言
え
る
。

二
0
0三
年
か
ら
続
く
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

は
こ
れ
に
よ
っ
て
全
作
業
を
終
え
、
新
た
な
段
階

に
入
る
。
代
わ
っ
て
、
一
昨
年
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
被
害
の
復
旧
、
建
設
時
の
不
備
を
補
う
補
修
工

事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
―

1
0
一
九
年
度

に
は
取
水
堰
の
改
修
が
行
わ
れ
、
「
完
成
形
」
が

建
設
さ
れ
る
予
定
。

カ
マ
堰
改
修
を
完
了

カ
マ
堰
は
二

0
―
二
年
に
竣
工
し
て
い
た
が
、

よ
り
完
成
さ
れ
た
形
を
求
め
て
改
修
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
た
。
最
終
工
事
は
一
七
年
十
一
月
か
ら

一

九
年
二
月
ま
で
、
約
―
―
年
を
か
け
て
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
流
域
五

0
数
力
村
、
七
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
潤
す
二
つ
の
堰
の
完
成
形
が
成
り
、
住

民
に
安
堵
感
を
与
え
る
と
共
に
、
今
後
の
普
及
活

動
の
基
礎
を
作
っ
た
。

技
術
的
に
は
堰
の
砂
吐
き
と
洪
水
吐
き
の
エ

夫
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
が
、
成
功
し
た
ミ
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表2 「緑の大地計画」の経過と予定表

堰の名称 所在地 用水路長(km) '03-'10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 

マルワリード堰
クナール州 27 : !2019年砂吐き

堰造成
沈砂池 取水門 ライニ

堰改修
ジャリババ 設匹予定 改修 改修 ング

シェイワ堰 シェイワ郡カンレイ村 0.5 i河道変遷 堰造成

カマ第一堰 カマ郡上流域 0.3酎安定 堰造成 堰改修

カマ第二堰 カマ郡下流域 1.0酎安定 堰造成 堰改修

カシマパード堰 ペ入ード郡カシマパード村 0 25；安定 堰造成

タプー堰 ベスード郡タブー村 0.7 [ 堰造成 廃止、ミラーン堰に統合

カシコートti
シェイワ郡 ；マルワリード堰

堰造成 贋の強化
カシコート村 2.5・iと連統

ミラーン堰
ベスード郡 03 !7S0m上流で

堰造成 河1阻凶庸
ミラーン村 ・；河辺整備

シギ堰 シェイワ郡シギ村 0.35杯可道変遷 堰造成

マルワリード1I シェイワ郡カチャラ村 5.6安定 堰造成

38.6 ! 

［ニコ叩•実施期間にコ維持管理期間

※2019年度は、マルワリード、カシコート、ミラーンの各堰が最終改修予定。ミラーンは上流750mで堰を築いて河道を固定

※シギ、シ ェイワ堰については河道変化を観察、将来必要ならマル ワリード堰流域に統合

表 3 2019年度の予定事業の概要

2016 2017 2018 2019 

ガンベリ排水路網 主幹排水路 シギ分枝

マルワリード用水路流域 用水路再ライニング 1.5km 約2.5km

取水堰改修

カチャラ堰流域 用水路 堰造成 全域送水 排水路網と植樹

(2017年度まで 護岸 ミラーン

JICA共同事業） 付近河道整備

ミラーン訓練所
候補地調査

(FAO共同事業）

JICA共同事業 （カチャラ堰建設） 共同調査

※カチャラ堰（マルワリ ード 1I)は2018年10月からペシャワール会単独資金による事業

※ミラーン付近河道整備：ミラー ン堰河道の流れを安定させるため、河道固定堰を建設

ラ
ー
ン
堰
の
方
法
を
取
り
入
れ
、

一
応
の
完
成
形

と
す
る
に
至
っ
た
。
よ
り
安
定
し
た
本
堰
の
設
計

を
、
「
部
分
可
動
堰
を
伴
う
石
張
り
式
斜
め
堰
」

の
標
準
と
し
て
提
唱
、
気
候
変
化
で
困
難
に
な
っ

て
い
た
ク
ナ
ー
ル
河
な
ど
の
暴
れ
川
か
ら
の
取
水

マルワリードII堰の排水 路 建 設 現 場 で 柳 枝 工 を 実 際 に 行 っ て いる研

修生たち (2019年5月30日）

に
、
今
後
役
立
て
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

J

I

C
A
I
I
P
M
S
共
同
事
業
の
最
大
の
成
果
で
あ
る
。

P
M
S方
式
の
普
及
活
動

F
A
0
と
協
力
し
て
完
成
し
た
訓
練
所
(
-
七

年
十
二
月
落
成
）
で
、
地
域
農
民
指
導
者
、
水
番
、

州
の
技
官
ら
を
対
象
に
研
修
態
勢
が
整
え
ら
れ
、

一
八
年
度
は
ニ
―

1
0名
が
受
講
し
た
。

日
本
で
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
山
田
堰
土
地

改
良
区
、
テ
ク
ノ
社
（
久
留
米
）
、
日
本
電
波
二

ュ
ー
ス
社
ら
が
協
力
し
た
。
堰
の
模
型
や
ビ
デ
オ

な
ど
の
教
材
作
成
が
行
わ
れ
た
他
、

J
I
C
A
と
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屯図__,,.-

ガンベリ
沙襖

ン'’11

2003年から PMSはクナール河20km流域に8カ所の取水堰を建設している

3
．
農
業
事
業

F
A
0
と
は
他
地
域
展
開
を
視
野
に
、
共
同
調

査
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
八
年
度
は
ク
ナ
ー
ル

州
、
ラ
グ
マ
ン
州
の
候
補
地
三
カ
所
に
絞
り
、
第

一
次
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。
カ
ブ
ー
ル
政
府
・
農

業
省
も
関
心
を
寄
せ
、
協
力
態
勢
を
強
め
て
い
る
。

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓

P
M
S
ガ
ン
ベ
リ
農
場

全
体
の
開
墾
は
ま
だ
八

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
が

未
開
墾
で
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

小
麦
や
水
稲
栽
培
に
力
が
入
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
旬
の
野
菜
な
ど
、

多
様
な
試
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

―
1
0
一
八
年
度
は
、
―

-
0年
継
続
態
勢
の
中
で

計
画
的
な
備
え
が
痛
感
さ
れ
た
。
オ
レ
ン
ジ
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
主
要
な
出
荷
品
目
に
加
え
、
管

理
態
勢
整
備
に
着
手
し
た
。
一
一
万
五
千
本
の
柑
橘

類
は
移
植
後
二
＼
七
年
を
経
過
、
少
し
ず
つ
結
果

せ
ん
て
い

し
始
め
て
い
る
。
計
画
的
な
剪
定
や
施
肥
、
無
駄

の
な
い
出
荷
を
実
現
し
、
明
確
に

P
M
S
の
自
活

の
一
助
と
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
農
場
経
営

に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
に
数
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
フ
ェ
ン
ス
を
巡
ら
す
な
ど
、
区
画
の
整

の
共
同
調
査
に
加
わ
っ
て
研
修
事
業
に
も
貢
献
し

こ。t
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ガンベリ農場で養蜂所開所式を行う、中村医師（右から3人目）、徳永さん（右から4人目）と PMS職

員たち (2019年4月25日）

備
が
行
わ
れ
た
。

畜
産
は
現
在
乳
牛
四
七
頭
を
有
し
、
一
日
一
〇

0
0
の
原
乳
を
供
給
し
て
い
る
。
広
い
牧
草
地
を

確
保
で
き
る
た
め
、
今
後
も
順
調
な
伸
び
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

植
樹

懸
案
の
養
蜂
業
は
、
四
月
、

F
A
0
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
支
部
の
協
力
を
得
て
集
蜜
が
開
始
さ
れ
た
。

農
場
の
一
角
に
育
て
た
ビ
エ
ラ
約
一
一
千
本
が
成
長

し
て
森
を
作
り
、
優
良
な
蜂
蜜
生
産
が
確
実
視
さ

れ
て
い
る
（
注
・
ビ
エ
ラ
は
沙
漠
に
自
生
す
る
低
木
で
、
糖

度
が
極
め
て
高
い
花
実
を
つ
け
る
。

ビ
エ
ラ
の
蜂
蜜
は
ア
フ
ガ
ン
特
産
で
、

優
良
な
食
材
で
あ
る
）
。
既
に
巣

箱
五

0
、
ニ
カ
月
で
三

0
0

kgを
収
穫
、
良
好
な
結
果
を

得
て
い
る
。
一
九
年
度
に
は

巣
箱
一

0
0ま
で
増
や
し
、

オ
レ
ン
ジ
か
ら
の
集
蜜
も
試

み
ら
れ
る
。

そ
の
他
牧
草
の
ア
ル
フ
ァ

ル
フ
ァ
が
半
ば
野
生
化
し

て
畜
産
に
大
き
く
貢
献
し
た

が
、
土
壌
の

PH調
整
を
要
す

る
茶
や
レ
ン
ゲ
の
栽
培
は
不

可
能
と
見
て
中
止
し
た
。
全

体
に
、
穀
類
で
は
水
稲
栽
培

に
力
を
入
れ
、
果
樹
、
養

蜂
、
畜
産
を
主
力
と
す
る
路

線
が
敷
か
れ
た
。

一
八
年
一
月
＼
十
二
月
の

ガンベリ農場の牛舎 (2019年4月20日）

植
樹
数
は
四

0
、
八
六
九
本
、
一
九
年
一
二
月
ま
で

の
集
計
で
、
二

0
0
1―
一
年
以
来
の
総
植
樹
数
は
一

0
0万
本
を
超
え
た
。

柳
枝
工
に
用
い
ら
れ
る
ヤ
ナ
ギ
が
約
六
割
と
圧

倒
的
多
数
を
占
め
る
と
は
い
え
、
壮
挙
で
あ
る
。

こ
の
間
、
現
地
で
入
手
で
き
る
樹
木
の
育
苗
、
防

砂
林
の
造
成
、
護
岸
の
樹
林
帯
、
斜
面
保
護
な

ど
、
様
々
な
試
み
が
行
わ
れ
た
。
ユ
ー
カ
リ
は
成

長
は
早
い
が
他
の
植
生
に
与
え
る
影
響
が
あ
り
、

他
の
高
木
（
乾
燥
地
の
ガ
ズ
11
紅
柳
、
川
沿
い
の

シ
ー
シ
ャ
ム
）
に
懺
き
換
え
て
い
る
。

最
も
乾
燥
に
強
い
の
は
ビ
エ
ラ
、
ガ
ズ
、
オ
リ
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表4 植樹総数(2003年3月から2019年3月まで）

種類 場所
2003~ 

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2(~0139月年） 合計
07年

ヤナギ /117関路の両岸、河Ill工事 116,050 55,380 97,380 60,750 73,315 23,650 37,073 18,400 39,650 14,700 30,250 51,750 10,400 628,748 

クワ 用水路土手 7,000 2,750 8,578 4,430 140 292 

゜゜゜゜゜゜
0 23,190 

オリープ 献柑土手，オリープ園 2,000 

゜
840 

゜゜
0 1,424 1,275 240 136 

゜
5 

゜
5,920 

ユーカリ 砂防林、護岸樹林帯 2,500 1,000 11,478 39,584 22,350 28,196 7,150 7,500 2,611 500 4,659 2,010 2,180 131,718 

ビエラ ガンベリ沙漠

゜
300 600 1,165 165 2,083 175 75 

゜゜゜゜゜
4,563 

ガズ 砂防林 0 15,100 71,300 14,356 9,887 22,317 3,573 780 265 

゜゜
0 2,000 139,578 

シーシャム 護岸樹林帯

゜゜゜゜゜
0 4,614 1,400 2,000 6,270 516 660 2,350 17,810 

ポプラ ガンベリ沙漠

゜゜
0 4,900 10,786 1,850 

゜
220 

゜゜゜゜
0 17,756 

イトスギ モスク、学校、公園

゜゜゜
60 195 300 

゜゜゜
110 

゜
200 

゜
865 

果樹 ガンベリ果樹園 600 

゜゜
193 0 6,034 5,283 9,185 1,458 1,822 4,348 4,884 509 34,316 

その他

゜゜゜
132 190 412 144 so 26 

゜
1096 597 337 2,984 

128,150 74,530 190,176 125,570 117,028 85,134 59,436 38,885 46,250 23,538 40,869 60,106 17,776 1,007,448 

共
同
調
査

現
場
に
中
村
一
名
が
常
駐
し
た
。

実
情
を
知
る
上
で
現
地
と
の
交
流
が
不
可
欠
で

あ
る
が
、
依
然
と
し
て
邦
人
が
渡
航
し
に
く
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。
一
七
年
に
続
き
、
七
月
、
十

一
月
と
二
度
に
わ
た
り
、

F
A
0
と
J
I
C
A
共

同
調
査
の
一
環
と
し
て
、
ジ
ア
院
長
補
佐
、
デ
ィ

ダ
ー
ル
、
フ
ァ
ヒ
ム
（
土
木
技
師
）
、
ア
ジ
ュ
マ
ル
（
農

業
技
師
）
、
ハ
ニ
フ
ッ
ラ
ー
、
サ
ブ
ー
ル
（
事
務
会
計
）

が
来
日
、

交
流
を
通
し
て
相
互
に
理
解
を
深
め
た
。

J
I
C
A
共
同
調
査
は
、
各
方
面
の
協
力
を
得

て
、
一
七
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
二

0
年
十

―
一
月
ま
で
継
続
さ
れ
る
。
評
価
は
「
緑
の
大
地
計

画
」
全
体
の
も
の
で
、
灌
漑
前
後
の
農
村
の
変

化
、
水
利
施
設
の
機
能
に
つ
い

て
行
わ
れ
る
が
、

今
後
の
改
善
点
ら
に
つ
い
て
も
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

現
地
P
M
S
と
の
交
流

ー
ブ
で
、
湿
地
は
ヤ
ナ
ギ
ま
た
は
ユ
ー
カ
リ
が
適

し
て
い
る
。
総
植
樹
数
は

一
、

0
0七
、
四
四
八

本
で
あ
る
。
果
樹
は
三
四
、
三

一
六
本
、
内
訳
は

表
4
の
通
り
。

4

．
ワ
ー
カ
ー
派
遣
•
そ
の
他

四
月
中
旬
、
異
常
な
降
雨
で
ク
ナ
ー
ル
河
が
一

部
で
氾
濫
、

P
M
S
作
業
地
で
は
バ
ル
カ
シ
コ
ー

い
っ

す
い

ト
村
、
ベ
ラ
村
で
溢
水
し
、
村
落
を
脅
か
し
た
。

被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
が
、
緊
急
事
態
と
見
て
護

岸
工
事
を
行
い
、
そ
れ
以
上
の
被
害
を
防
い
だ
。

カ
ブ
ー
ル
河
流
域
で
は
カ
シ
マ
バ
ー
ド
堰

（
ベ
ス

そ
の
他

調
査
と
は
別
に
、
専
門
家
の
手
で
取
水
設
備
の

標
準
化
と
建
設
基
準
が
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
、

今
後
の
普
及
活
動
に
備
え
る
。

知
シギ排水路工事風景。軟弱地盤であるため地盤改良に苦戦しているが、

排水効果はめざましい。周りのガズは根腐れし、枯死している (2019年

5月7日）
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ー
ド
第

一
堰
）
で
溢
水
寸
前
ま
で
水
位
が
上
昇
し

た
が
、
事
な
き
を
得
た
。

,
i
9
9
,
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二
0
一
九
年
麿
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計
圃
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｀
ー
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，ヽ
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9
9
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し
1
1
.
,
t
ヤ
・
T
1
¥,t'『＋・ぃ

'
,
.,＇

二

0
一
八
年
度
の
連
続
で
あ
る
（
表
3
)
。

灌
漑
関
係
で
は
、
①
カ
チ
ャ
ラ
堰
流
域
は
、
護

岸
八
・
五

km
の
建
設
を
継
続
、
②
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

用
水
路
は
、
取
水
堰
の
改
修
と
四
・
八

km
地
点
ま

で
の
再
ラ
イ
ニ
ン
グ
（
水
路
床
覆
エ
）
、
③
カ
マ

堰
右
岸
（
ベ
ス
ー
ド
側
）
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
④

バ
ル
カ
シ
コ
ー
ト
村
の
堤
防
強
化
、
⑤
ガ
ン
ベ
リ

排
水
路
・
シ
ギ
分
枝

（
一
・
九
km)
の
完
成
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

取
水
設
備
普
及
の
た
め
の
研
修
は
、
二
月
、

F

A

0
と
の
提
携
が
成
り
、
主
に
カ
ブ
ー
ル
政
府
や

自
治
体
の
技
官
を
中
心
に
行
わ
れ
、
各
論
の
作
業

工
程
の
習
得
も
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

引
き
続
き
ラ
グ
マ
ン
州
の
灌
漑
計
画
調
査
を
F

A

〇
技
術
陣
と
進
め
る
。

P
M
S
農
場
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
園
の
計
画
的
な

ケ
ア
、
養
蜂
の
研
究
と
蜂
蜜
増
産
、
牧
草
地
の
確

保
と
牛
舎
の
拡
張
が
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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無
事
に
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
現
地
赴
任
か
ら

三
五
年
が
経
ち
、
い
ま
だ
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
不
思
議
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

正
確
に
は
一
九
八
四
年
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
赴
任
、

八
八
年
の
ソ
連
軍
撤
退
開
始
と
同
時
に
ア
フ
ガ
ン

東
部
の
山
岳
地
帯
へ
活
動
を
広
げ
、

二

0
0
0年

の
大
干
ば
つ
に
遭
遇
、
そ
の
惨
状
に
医
療
の
無
力

を
骨
身
に
覚
え
、
診
療
所
周
辺
の
村
落
救
済
に
奔

走
、
飲
料
水
確
保
で
井
戸
の
掘
削
、
次
い
で
灌
漑

に
よ
る
農
業
復
興
、
大
河
ク
ナ
ー
ル
か
ら
の
取

水
、
暴
れ
川
と
対
峙
す
る
う
ち
に
年
月
が
経
ち
、

気
づ
い
た
ら
お
爺
さ
ん
ー
と
い
う
訳
で
す
。
こ

の
間
、

二

0
0
一
年
に
ア
フ
ガ
ン
空
爆
、
米
軍
の

進
駐
、
そ
し
て
撤
退
開
始
、
振
り
返
れ
ば
慌
た
だ

し
い
こ
と
で
す
。

日
本
で
も
バ
ブ
ル
と
や
ら
が
膨
ら
ん
で
は
消

え
、
失
わ
れ
た
―

1
0年
な
ど
と
言
い
、
右
往
左
往

す
る
う
ち
に
昭
和
↓
平
成
↓
令
和
と
時
代
が
か
わ

り
、
慌
た
だ
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
通
信
・

交
通
の
便
だ
け
、
悪
い
こ
と
も
沢
山
、
速
や
か
に

起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
事
業
は
ま
る
で
こ
の
よ
う
な
世
相
を
無
視

す
る
よ
う
に
、
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
か
ら

始
ま
り
、
大
干
ば
つ
で
灌
漑
・
農
業
に
力
を
注
ぎ
、

そ
し
て
今
、
温
暖
化
に
よ
る
沙
漠
化
と
対
峙
し
て

河
川
か
ら
の
取
水
技
術
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
追
い
か
け
続
け
て
き
た
も
の
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
必
然
の
成
り
行
き
だ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

か
ん
と
う

更
に
竿
頭

一
歩
を
進
め
、

こ
の
事
業
の
恩
恵
を

拡
大
す
る
と
共
に
、
私
た
ち
の
軌
跡
が
人
々
を
励

ま
し
、
神
意
に
適
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
温
か
い
ご
関
心
と
ご

協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

二

0
一
九
年
六
月

な
か
む
ら
て
、
、

中
村
哲
…
九
州
大
学

医
学
部
卒
。
専
門
11
神

経
内
科
（
現
地
で
は

内
科
・
外
科
も
こ
な

す
）
。
国
内
の
病
院
勤

＞
ー
＇

務
を
経
て

一
九
八
四
年

パ
キ
ス
タ
ン
の
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州

（旧

北
西
辺
境
州
）
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。

ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
貧

因
層
の
診
療
に
携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン

難
民
の
た
め
の
事
業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東

山
岳
部
に
一
―
―
つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に

は
基
地
病
院
P
M
S
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。

ま
た
病
院
・

診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な

く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を

拠
点
に
巡
回
診
療
も
開
始
。

二
0
0
0年
以
降

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
干
ば
つ
対
策

の
た
め
の
水
源
確
保

（井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の

復
旧
。
作
業
地
千
六
百
力
所
以
上
）
事
業
を
実

践
。
さ
ら
に

0
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村

で
の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を

開
始
、

0
三
年――
一月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に

着
手
し
、

一
0
年
三
月
全
長
約
二
五
キ
ロ
が
開

通
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
年
間
診
療
数
約
四

七、

0
0
0人
（二
0
一
八
年
度）
。

記
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2018年麿の主な眼支
期間

一般会計（単位：円）

［収入の部］

1 会費•寄付

2 補助金等

3 利息雑収入

4 収益事業収入

5 基金より繰入

年度収入計

前年度繰越

収入 計

269,742,892① 

゜667,779② 

882,558③ 

50,000,000 

321,293,229 

84,631.329 

405,924,558 

収益事業会計

［収入の部］

書籍売」こ

DVD売上

雑収入

売上収入計

［経費の部］

書箱等原価

販売費

事業所税等

巴
収益事業収入

［支出の部］

1 現地協力貨

うちPMS運営協力費

アフガン事業費

ワーカー費

渡航費

国内活動費

2 広報技

3 事務局費

年度支出計

基金への繰入

次年度繰越

支出計

3,927,761 

840,694 

480,774⑦ 

5,249,229 

3,725,553 

325,318 

315,800 

4,366,671 
＇ 

882,558 

「いのちの基金」残高

期首残高

一般会計に繰入

期末残高

790,000,000 

50,000、000

740,000、000

2018年4月～2019年3月

326,864,502 

14.444,303 

301,841.999④ 

1,227,420⑤ 

6,900,918 

2,449,862 

9,382,846⑥ 

17,582,533 

353,829,881 

゜52,094,677 

405,924,558 

①
会
裁
寄
付
（
個
人
1
5
8
1
5件
／
団
体
5
3
7件）

②
利
息
、
為
替
差
益

③
収
益
事
業
会
計
か
ら

④
展
業
用
泄
漑
川
水
路
建
設
等

⑤
現
地
支
援
ワ
ー
カ
ー
等

⑥
会
報
印
桐
・
送
料
等

⑦
カ
レ
ン
ダ
ー
印
税
、
写
真
使
用
料
等

監 査 報 告 甚

2018年度ペシャワール会会計については適正に

会計処理がなされているものと認めます。

ペシャワール会 監事

i、冷｛＇｝へ卑 ‘‘伽＇
-----------・--・・・-・・・--・------------------

未使用切手、書き損じ葉書の寄付 ： 
寄付し、ただいた件数 578件 ： 
未使用切手枚数 59,666枚 ・

同 金額 2,723,947円相当

書き損じ葉書枚数 19,096枚

： 同 金額 887,148円相当

： 合計金額 3,6ll,095円相当

: ＊会報発送貨用に活用しています。

-------------------------------------------

2019年5月30日

●2018年度事業額（虹111ペース）

353,829,881円

事務局貨

17,582,533円(5.0%)

現地協力費

326,864,502円(92.4%)

費ヵ
釦誓現

ロニ-―

⑳

船

ぬ

2
0
n

事業規模（会費•寄付件数、事禦額）の推移 1987-2018 年虞
50,8415 
ご 46,701.6

デ］：4[二万：；：`［『言口；；；；；
M.:J.I0.91 I I 1'9,＇120.7 

16,9"'121149476 
186 7%) I 184 0%1 

(850%) ― --- 121皿•IL__ _I (89.7%) 
(87.1%) 

8,88211 I 81,107 
176.1%) I I (77.2%1 

&OOO 7.131.7 

6,1)()0 

4j)()(l 

2,OOO 

冒ー6-2;；
.¥,994.l I (93 0%) 

叩2|(935%）
(74.7%) 

64580 
----. 
1987 1992 1997 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 20ll 

個人件数 519 2,202 2、96859,478 21,167 18,079 15,!19 18,449 19,027 19,248 22,343 20.432 2!,238 18,301 18,639 17,489 17,854 l7、44916,849 16,714 15、815

団体件数 38 ll4 221 689 l,730 l、275 953 932 903 910 990 851 956 719 702 657 675 634 603 587 537 

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 
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C
地
区
(
9
0
0
¥
l
6
0
0
m
地
点
）

◎
カ
ラ
ー
連
載

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
を
行
く
②

地屈は『天、共に在り』（中村哲著／NHK出版）より転載し追記しています

マルワリード用水路C地区全景。適水から5年後、用水路はヤナギにすっかり覆われている (2009年4月22日）

建設中のC地区。写真上と同じ場所 (2004年3月6日）

片: '—―石1
.-... 9 ... ‘: 

••. ` 1.2km地点で水路が決壊。現地の人々の手によって改修が

速やかに行われた (2004年3月1日）
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【特集】祝 ！植樹100ガ本達成 ！
2003年「緑の大地計刃開始から16年、 各地で植えられた樹木の総数が100万本を超えた。

植樹は①用水路壁の贔枝ェ、②護岸壁の柳枝エ、③護岸のための樹林帯、④防砂・防風用、⑤農業（果樹等）用、

⑥景観用など様々な目的がある。

▲写真右下と同地点のガズ防砂林。全植樹の14％に当たる約14万本が植えられ、現在樹高は10m以上にも達している
(2015年10月11日）

▲防砂林造成の植樹式
(2009年1月1日）

►植樹直後のガンベリ沙漠。
樹冠空間を考慮し全体を千鳥

植えにしている。ここが一面の
緑になるとは一体誰が考えた

だろうか (2009年1月19日）

↑6年後の同場所
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▲開通後8年を経過したマルワリード用水路・ガンベリ沙漠横断路。昔からあったような風格。ヤナギの根が「生きた網」を形

成し、蛇寵壁をより強固なものにしている。水塁は豊富でシギ下流域まで潤す (2017年7月3日）
▼ガンベリ農場の桃 (2016年5月11日）

新しく植樹したオレンジ園で実りを喜ぶ作業員

(2014年9月30日）
オレンジの接ぎ木をする作業員たち (2017年8月14日）
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J
 

何
が
あ
っ
て
も

褒
め
ら
れ
て
も

た
だ
水
や
り

誰
が
去
っ
て
も
倒
れ
て
も

た
だ
水
や
り

嬉
し
く
て
も
疲
れ
て
い
て
も

た
だ
水
や
り

風
が
吹
い
て
も
日
照
り
て
も

た
だ
水
や
り

邪
度
さ
れ
て
も
協
力
さ
れ
て
も

た
だ
水
や
り

誰
が
何
と
言
お
う
と
た
だ
水
や
り

魔
法
の
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

▲炎天下、 ガンベリ沙漠に植樹したガズに、ただ

ひたすら水やりをする作業員たち (2009年6月13日）

（
中
村
哲
）

た
だ
水
や
り

く
さ
さ
れ
て
も

▲ヤナギの挿木風暴。乾燥すると畝は固 くなるた

め、挿す箇所に先に鉄杭で穴をあける

(2008年5月13日）
◄ 子どもたちもみんなのために頑張っています
(2007年9月15日）

,＇J •,} N ・,i,ヽ｝ぶ訂 :J”,＇}:tいぶさI:;-; ;，/ }iぷs:1 •') :｝ .',J 

「緑の奇跡」の裏にある

努力と願い
:iぶ X:i ；,：，ヽ；，S tヽふ｝刃ふ卜 :iS；寸討 X:;-,＇,＇i N N.‘iぷ
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l 
． 

p 今本
M 、の
s 木木

>佐 々も
のな

ジ
業 か
がつ

ア そfこ
ウ t、、腐八／

ラ に
フ

ヽ

マ
ン

――

卍
植
樹
1
0
0万
本
記
念
特
集

1
0
0万
本
の
植
樹
は
私
た
ち
の
誇
り

私
は
中
村
先
生
の
指
示
で
二

0
0八
年
に
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
の
病
院

(
P
M
S
)
か
ら
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
州
に
移
り
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
で
仕
事

を
始
め
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
シ
ェ
イ
ワ
取
水
堰
が

完
成
し
た
時
で
し
た
。

―1
0
0
1
―
年
に
、
中
村
先
生
が
「
緑
の
大
地
計

画
」
を
宣
言
さ
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
灌
漑

を
考
え
、
毎
年
発
生
す
る
洪
水
か
ら
人
々
を
ど
う

守
る
か
、
あ
る
い
は
水
位
が
下
が
っ
た
時
に
ど
う

備
え
る
か
を
考
え
て
、
ク
ナ
ー
ル
河
と
カ
ブ
ー
ル

河
で
取
水
堰
の
建
設
を
始
め
ま
し
た
。

二

0
0
三
年
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
工
事

が
実
際
に
始
ま
り
、
用
水
路
の
両
岸
に
は
蛇
籠
を

用
い
ま
し
た
。
蛇
籠
を
強
化
す
る
た
め
、
そ
の
後

ろ
に
柳
を
植
え
ま
し
た
o

I
m
に
五
本
、
四

Ocm

か
ら
六

Ocm
の
柳
の
枝
を
挿
し
て
、
良
く
育
つ
よ

う
に
観
察
し
、
適
時
に
水
や
り
を
し
ま
し
た
。

柳
の
栽
培
で
興
味
深
い
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
年

間
通
し
て
の
成
長
と
手
間
が
か
か
ら
な
い
こ
と
で

す
。
様
々
な
大
き
さ
の
柳
を
護
岸
壁
や
取
水
口
に

植
え
ま
し
た
。
ま
た
、
用
水
路
の
周
辺
や
上
、
下

流
域
の
多
く
の
地
域
で
、
ユ
ー
カ
リ
、
桑
、
柳
、

オ
リ
ー
ブ
な
ど
を
育
て
ま
し
た
。
私
た
ち
の
植
樹

の
目
的
は
、
ま
ず
畑
や
村
を
洪
水
に
よ
る
荒
廃
か

ら
守
る
こ
と
で
す
。

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
が
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
達

し
た
二

0
0九
年
に
は
、
沙
漠
に
樹
木
は

一
本
も

な
く
、
熱
風
が
吹
い
て
気
温
が
大
変
高
か
っ
た
の

で
、
中
村
先
生
の
指
示
で
、
我
々

P
M
S
は
全
長

約
五

km
の
人
工
林
の
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

樹
林
帯
を
造
成
す
る
こ
と
は
人
間
に
と
っ
て
非

常
に
価
値
あ
る
こ
と
で
す
。
我
々
は
林
か
ら
建
築

資
材
や
薪
、
牧
畜
、
ハ
チ
ミ
ツ
、
医
療
材
料
な
ど

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
木
々
は
鳥
た
ち
に
は
ね
ぐ

ら
を
、
地
域
に
は
美
し
い
景
色
を
与
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

木
々
の
葉
が
気
象
条
件
に
よ
っ
て
吹
く
砂
嵐
を

防
ぎ
、
き
れ
い
な
酸
素
を
出
し
て
く
れ
る
の
で
、

農
場
や
人
々
の
生
活
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
我
々
が
四
・

五
km
の
防
風
林
を
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
計
画
し
た
理

由
で
す
。
ま
た
、
二
六
七
ジ
ェ
リ
ブ
（
約
五
三

へ

ク
タ
ー
ル
）
に
オ
レ
ン
ジ
、
ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
、

海

緑の大地として甦ったガンベリ農場、遠望する中村医師

(2019年4月27日）

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、
ザ
ク
ロ
、
そ
し
て
ナ
ツ
メ

ヤ
シ
の
果
樹
園
を
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
二
五
ジ
ェ
リ
ブ
の
土
地
に
養
蜂

の
た
め
の
林
を
造
成
し
、
ハ
チ
ミ
ツ
を
生
産
し
て

市
場
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い

ま
す
。我

々
は
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
、
カ
マ
、
カ
シ
コ
ー

ト
、
カ
シ
マ
バ
ー
ド
、
シ
ェ
イ
ワ
、
シ
ギ
、
ミ
ラ

ー
ン
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

II
な
ど
の
取
水
堰
と
護
岸

工
事
と
共
に
何
十
万
本
も
の
ユ
ー
カ
リ
、
桑
、
柳
、

針
葉
樹
、
シ
ー
シ
ャ
ム
の
木
々
を
植
え
ま
し
た
。

現
在
、
神
の
恵
み
に
よ
り
荒
野
が
緑
の
大
地
と

な
り
ま
し
た
。
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私はアナールグルの息子でハザラット

グルと言います。クズクナール地方のガン

ベリ村に住んでいます。マルワリード用水

路工事がD区に達した時に水路沿いに柳を

植える役に選ばれました。まず麻袋に土を

詰め、それを用水路両脇の蛇籠の後ろに積

み、四〇＼五Ocmの柳の枝を麻袋にあけた
穴や袋の間に挿します。その後水やりをし

ます。植え方は徐々に変化して行きました

が、水路沿いでは一本当たりバケッ―-、三

杯分程度の水をやり、成長具合を観察しま

す。水路から離れた場所ではポンプで汲み

上げた水をバケツで運んで水やりをしま

す。水路の周辺には桑やガズ、オリーブな

どの木を植えています。

マルワリード用水路が到達したガンベリ

沙漠では砂嵐が吹くため、防風林を造成し

ました。この防風林造成は―100九年に開
始しましたが、ここでも沙漠に穴を掘り、

ガズの木をジグザグに植え、バケツを使っ

て毎日一本一本に水やりをしました。

ガズ林の反対側にユーカリとシーシャム

の木を植え、柳の木の列も造りました。そ

． 

『p 本

植怒 のに

樹 枇屡 水
門 ゃを

ハしり
ザ‘—まフ

すツ

ト

グ
Jレ

れ
か
ら
オ
レ
ン
ジ
、
レ
モ
ン
、
ザ
ク
ロ
、
オ
リ
ー

ブ
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
な
ど
の

果
樹
園
も
造
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
植
樹
の
設
計

か
ら
準
備
、
植
林
、
水
や
り
等
の
作
業
は
全
て
私

の
担
当
で
し
た
。
現
在
も
防
風
林
の
世
話
を
し
て

せ
ん
て
い

お
り
、
剪
定
や
水
や
り
用
の
小
水
路
造
り
を
し
て

い
ま
す
。

日
本
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は

P
M
S
の
よ
う
な
社
会
に
奉
仕
す
る
組
織
で
働

き
、
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
同
時
に
自
分
た

ち
の
生
活
に
良
い
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
出
来

て
い
る
自
分
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私はグルハッサンの息子で名前はアブ

ドルハナンと言います。カシコートに住

んでいます。―100三年にジャリババのマ
ルワリード用水路建設現場で働き始めまし

こ。
t 

水路の一部が完成した頃に植樹が始ま

り、私はそのグループに加わりました。最

初のグループが水路脇に土を置き、柳を植

えるための穴を掘り、第ニグループが柳の

p 産生⑰ 的
M 

すな

点> る 食
こ物
とを
の

ア幸
ブ せ
ド
八／

ノ‘

ナ
ン

枝
を
そ
の
穴
に
挿
し
木
し
ま
す
。
水
や
り
を
し
な

が
ら
木
の
成
長
を
観
察
し
て
行
き
ま
す
。

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
取
水
口
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
ま

で
の
用
水
路
と
カ
シ
マ
バ
ー
ド
、
カ
マ
、
ベ
ス
ー

ド
護
岸
壁
、
カ
シ
コ
ー
ト
、
シ
ギ
、
そ
し
て
ミ
ラ

ー
ン
用
水
路
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ま
で
に
何
千
本

も
の
樹
木
を
栽
培
し
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

II
堰
の
用
水
路
の

両
側
や
護
岸
堤
に
植
え
た
ユ
ー
カ
リ
や
柳
、
シ
ー

シ
ャ
ム
な
ど
の
樹
木
へ
の
水
や
り
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。ユ

ー
カ
リ
や
シ
ー
シ
ャ
ム
な
ど
を
植
え
る
際
は
、

ま
ず
地
面
に
約
五

Ocm
の
穴
を
掘
り
ま
す
。
そ
こ

に
士
を
入
れ
て
か
ら
木
を
植
え
、
水
を
や
り
な
が

ら
樹
木
の
成
長
を
観
察
し
ま
す
。

ー ダさミ — 
果樹の育苗をする作業員 (2019年5月23日）
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中村哲医師の著作等

ア7ガン・緑の大埴計画
伝統に学ぷ灌漑工法と甦る農業 【改訂版】

Peace Uapan) Medical Services＆ペシャワール会

B5判並製・256頁・オールカ ラー 1700円（税込）

医者、用水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に挑む

1800円

2000円ダラエ•ヌールヘの道
ペシャワールにて

辺境て診る辺境から見る

医者井戸を掘る

医は国境を越えて 2000円

石風社福岡市中央区渡辺通2-3-24

電話092(714)4838

人は愛するに足り、真心は
信ずるに足るアフガンとの約束
中村哲／澤地久枝（聞き手） 2100円

岩波書店認畠盟悶；；；；ツ橋2-5-5

瓦共に在り翌酪窃貨‘<
中村哲 1600円

NHK出版霊9・都渋谷1汲宇田川町41-1
i03 (346•1) 7311 

税込i4記のあるもの以外はすべて本体面格（税別）です

1800円

1800円

1800円

アフガニスタン 22
用水路が運ぷ
恵みと平和
朗読吉永小百合

3000円（税＋送料込）
ペシャワール会彼作

， 
．繹覧囀慶g.

. :,; :;.. -ヽ，，

ヽ`5, ．．．．．に％呼9.“ 噂•: -.t., 
• }.：r ?•i..、プ},

. ；え． t：：ふ，衣娩褪t~;;; ．．ふ’. ,：入ノ忍
喫誓謬ふ旦嘘五
1本1本手作業での水やり作業。大切な日課になっている

(2019年5月23日）

苗
を

p 育
M 

贔>
てヽ

木
を

ラ
見

フ 閉
マ
ツ ま
ト す

グ
lレ

祖
国
の
た
め
に
こ
の
様
な
仕
事
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
、
ケ
シ
で
は
な
く
合
法
的
な
食
物
を
生
産

す
る
こ
と
が
出
来
て
私
は
と
て
も
幸
せ
で
す
。

P
M
S
の
仕
事
に
は
大
変
端
足
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

P
M
S
が
こ
れ
ま
で
に
行
な
っ
て
き
た
全

私
は
チ
ャ
マ
ン
グ
ル
の
息
子
で
ラ
フ
マ
ッ
ト

グ
ル
と
言
い
ま
す
。
ク
ズ
ク
ナ
ー
ル
に
住
ん
で
い

ま
す
。
二

0
0三
年
に
用
水
路
建
設
で
掘
削
機
作

業
で
働
き
、
そ
の
後
水
路
脇
の
植
樹
担
当
に
加
わ

り
ま
し
た
。
途
中
か
ら

P
M
S
は
育
苗
場
を
造
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
現
場
で
ど
れ
位
の
苗
が
必

要
か
を
把
握
し
て
、
そ
の
苗
を
栽
培
し
ま
す
。
用

水
路
沿
い
は
四

Ocm
位
、
排
水
路
や
河
川
沿
い
に

は

一
m
程
の
柳
枝
を
準
備
し
ま
す
。

柳
の
挿
し
木
を
す
る
時
は
、
石
や
砂
利
を
取
り

除
き
な
が
ら
硬
い
地
面
に
五

Ocm
の
穴
を
掘
り
、

土
を
入
れ
て
一

m
四
方
の
窪
み
を
造
り
、
五
本
の

柳
を
植
え
ま
す
。
あ
る
程
度
成
長
し
た
ら
、
水
や

り
は
一
日
や
る
と
三
日
休
む
ペ
ー
ス
で
行
い
ま

す
。
そ
の
後
は
動
物
か
ら
木
を
守
り
、
子
供
た
ち

が
木
を
折
ら
な
い
よ
う
観
察
を
続
け
ま
す
。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い

「任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

（
官
製
ハ

ガ
キ
・
年
賀
ハ
ガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送
り
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
外
国
の

切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き
に
お

使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が
つ
い
て
い

ま
す
）
。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
事
務
局
に
お
申
し

越
し
下
さ
い
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
A
3
変
形
を
四
折
り

し
た
も
の
で
、
長
形
の
定
形
封
筒
に
入
る
カ
ラ
—
版

で
す
。
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会
報
等
は
受
け
取
る

意
思
の
あ
る
方
へ
の
配
布
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
は
御
遠
慮
下
さ
い
）

て
の
事
業
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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こ
の
た
び
、

P
M
S
、
F
A
0
(
国
連
食
糧
農

業
機
関
）
の
ご
配
慮
に
よ
り
四
月
十
八
日
か
ら
三

0
日
ま
で
の
十
三
日
間
の
日
程
で
、
念
願
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
訪
問
が
で
き
ま
し
た
。

P
M
S
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
へ
の
日
本
人

訪
問
は
三
年
半
ぶ
り
と
の
こ
と
で
、
日
本
電
波
ニ

ュ
ー
ス
社
・
谷
津
賢
二
氏
と
共
に
無
事
訪
問
を
終

了
し
帰
国
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
在
の
治
安
で
は
、
一
般
の
日
本
人
入
国
は
困

難
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

現
地
で
P
M
S
総
院
長
中
村
先
生
、
院
長
補
佐

ジ
ア
医
師
、

F
A
0
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
長

ホ
シ
ャ
ー
ル
氏
他
、
皆
さ
ん
の
大
歓
迎
を
受
け
大

感
激
し
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

P
M
S
農
場
の
中
に
あ
る
、
「
ド
ク
タ
ー
中
村

（
ガ
ン
ベ
リ
）
記
念
公
園
」
で
は
、
バ
ラ
の
花
な

ど
が
満
開
で
楽
園
の
出
迎
え
に
笑
顔
を
絶
や
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
休
日
に
は
大
勢
の
住

民
が
訪
れ
憩
い
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

大
歓
迎
に
た
だ
た
だ
感
謝
．
感
謝

山
田
堰
上
地
改
良
区
理
事
長徳

永
哲
也

P
M
S
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興

ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

多
面
的
機
能
を
も
た
ら
す
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

今
回
の
訪
問
目
的
は
、
「
緑
の
大
地
計
画
」
の

ぜ
き

現
状
を
認
識
し
、
今
後
、
山
田
堰
土
地
改
良
区
と

し
て
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
る
の
か
を
探

求
す
る
た
め
で
し
た
。

―
1
0
0
1
―
年
、
広
大
な
荒
廃
地
一
六
、
五

0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
農
地
に
す
る
「
緑
の
大
地
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
翌
年
か
ら
用
水
路
建
設
が
ス
タ
ー

ト
。
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

―
I
O
I
0年
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
開
通

後
、
ク
ナ
ー
ル
河
と
カ
ー
ブ
ル
河
に
九
カ
所
の
取

水
堰
が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
―

1
0
一
九
年
現
在
、

一六、

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
農
地
に
よ
み
が
え

り
、
六
五
万
人
が
帰
農
す
る
ま
で
に
復
興
、
目
標

達
成
間
近
で
あ
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
「
緑
の
大
地
計
画
」
が
い
か
に
壮
大
な
計

画
で
あ
る
か
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
気
候
風
士
を

熟
知
し
た
多
数
の
調
整
池
・
サ
イ
フ
ォ
ン
・
湿
地

帯
排
水
路
建
設
、
豪
雨
時
の
洪
水
路
確
保
、
カ
チ

ャ
ラ
堰
流
域
八
・
五
畑
に
五

0
m
毎
に
設
置
さ
れ

た
「
石
出
し
水
制
」
等
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い

設
計
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

―
1
0
1
0年
に
開
通
し
た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水

路
は
、
自
然
と
調
和
し
、
岩
山
に
沿
っ
て
高
台
を

水
が
流
れ
る
約
一
一
五
km
で
し
た
。

じ
ゃ

用
水
路
護
岸
は
、
芸
術
的
と
言
い
た
く
な
る
蛇

壮
大
な
「
緑
の
大
地
・
十
五
カ
年
計
画
」

籠
・
ふ
と
ん
籠
で
造
ら
れ
、
周
辺
に
紅
柳
・
桑
．

シ
ー
シ
ャ
ム
・
ユ
ー
カ
リ
等
の
植
栽
が
施
さ
れ
、

水
路
全
体
が
豊
か
な
林
で
癒
し
の
場
所
と
な
り
、

だ
ん
ら
ん

多
く
の
住
民
が
団
槃
し
子
供
た
ち
が
水
遊
び
を
し

て
い
る
姿
を
多
く
見
ま
し
た
。

Q
3
貯
水
池
の
岩
山
に
登
り
Q
2
貯
水
池
も
見

な
が
ら
下
界
を
見
下
ろ
し
、
果
て
し
な
く
広
が
る

林
・
民
家
・
農
地
な
ど
、
人
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

る
風
景
を
眺
め
る
と
、
こ
の
地
が
荒
廃
地
で
あ
っ

た
こ
と
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
、
食
糧
生
産
の
手
段

か
ん
よ
う

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
下
水
の
涵
養
、
戦
争
に
よ
っ

て
失
わ
れ
た
美
し
い
農
村
風
景
の
形
成
、
文
化
の

伝
承
復
活
な
ど
多
面
的
機
能
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
く
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

感
涙
！
時
空
を
越
え
て
「
山
田
堰
」
再
現

カ
マ
第
一
堰
取
水
口
に
立
ち
、
堰
を
眺
め
る
と

増
水
し
た
大
河
ク
ナ
ー
ル
の
取
水
堰
の
瀬
の
流

れ
、
上
砂
吐
き
水
流
と
洪
水
吐
き
水
流
が
川
の
中

央
で
合
流
し
、
お
互
い
の
水
流
を
打
消
す
構
造
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
水
流
を
見
る
と
、
増
水
し
た
と
き
の
山
田

堰
と
酷
似
し
て
お
り
、
ま
さ
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
も
う
―
つ
の
「
山
田
堰
」
が
築
造
さ
れ
た
実

感
が
わ
き
、
思
わ
ず
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

カ
マ
取
水
堰
は
流
量
が
多
く
、
流
れ
も
速
い
た

め
、
諸
国
が
建
設
す
る
も
全
て
失
敗
し
た
困
難
な

河
川
区
域
で
し
た
。
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カ
マ
堰
は
二

0
―
二
年
に

P
M
S
で
斜
め
堰
方

式
を
採
用
し
運
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
カ
マ
第

二
堰
を
二

0
一
七
年
十
月
か
ら
全
面
改
修
、
二

0

一
八
年
三
月
に
竣
工
、
カ
マ
第
一
堰
を
二

0
一
八

年
十
月
か
ら
全
面
改
修
、
二

0
一
九
年
二
月
竣

工。
中
村
先
生
は
長
年
に
わ
た
り
山
田
堰
を
研
究
し

ク
ナ
ー
ル
河
の
特
性
を
観
察
し
ま
し
た
。
そ
の
貪

欲
な
ま
で
の
探
究
心
が
こ
の
度
の
カ
マ
堰
全
面
改

修
に
あ
た
り
、
「
P
M
S
方
式
の
完
成
」
を
も
た

ら
し
た
の
で
す
。

ま
た
、
中
村
先
生
は

P
M
S
ス
タ
ッ
フ
が
理
解

し
や
す
い
設
計
図
を
作
成
し
、
カ
マ
第
一
堰
の
エ

事
の
ほ
と
ん
ど
を
ス
タ
ッ
フ
で
完
成
し
た
と
の
こ

と。

P
M
S
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
今
後
の
取
水

堰
新
設
・
改
修
に
大
き
な
自
信
を
持
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
下
流
に

P
M
S
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
よ
り
二
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
の
貸
与
を
受
け
、
様
々
な
作
付
け
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

安
定
的
な
農
業
用
水
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、

農
業
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。し

か
し
な
が
ら
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
業
は

P
M
S農
場
二
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
有
効
活
用
と

農
業
収
入
の
確
保

干
ば
つ
だ
け
で
な
く
、
長
い
戦
乱
で
伝
統
農
業
が

途
絶
え
、
経
験
の
断
絶
が
深
刻
な
状
況
を
も
た
ら

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

P
M
S
農
場
で
当
面
確
実
に
期
待
で
き
る
事
業

と
し
て
、
①
酪
農
、
②
柑
橘
類
栽
培
、
③
養
蜂
を

三
本
柱
に
取
組
ん
で
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
七
年
前
か
ら
植
樹
し
て
い
る
二
万

せ
ん
て
い

五
千
本
の
「
柑
橘
類
」
剪
定
の
必
要
性
を
人
々
に

理
解
さ
せ
、
剪
定
方
法
を
指
導
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
中
村
先
生
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

四
月
二
四
日
、
お
い
し
く
て
大
き
な
「
み
か

ん
」
を
収
穫
す
る
た
め
に
は
、
剪
定
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
農
業
責
任
者
ア
ジ
ュ
マ
ル
ジ
ャ
ン
に

ノ
ー
ト
に
図
示
し
説
明
、
剪
定
の
実
践
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
ア
ジ
ュ
マ
ル
ジ
ャ
ン
も
理
解
し
、

七
年
目
の
農
園
の
剪
定
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
を

約
束
。P

M
S
農
場
の
土
壌
は
日
本
の
酸
性
土
壌
と
違

い
ア
ル
カ
リ
性
で
、
柑
橘
類
に
適
し
て
い
る
の
か

成
長
が
早
く
七
年
で
七

S
八
m
に
も
な
り
、
収
穫

に
大
変
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

剪
定
作
業
に
よ
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
第
一
の

「
柑
橘
類
」
ブ
ラ
ン
ド
生
産
地
に
な
る
こ
と
も
夢

で
は
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
砂
林
の
役
割
と
高
級
蜂
蜜
生
産
の
た

め
、
ビ
エ
ラ
ニ
、
五

0
0本
の
林
が
造
成
さ
れ
、

植
樹
後
七
年
で
八

m
程
度
に
成
長
、
多
量
の
蜂
蜜

が
採
取
で
き
る
の
で
は
、
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
月
二
四
日
、
小
生
の
訪
問
に
合
わ
せ
て
養
蜂

・--・--・・ 
農場で剪定の仕方を教わった農業事業の責任者アジュマルジャンと徳永さ

ん。 2人で剪定したミカンの木の前で (2019年4月27日）

二
0
一
六
年
、
①
既
設
の

P
M
S
水
利
施
設
の

「
緑
の
大
地
計
画
」
二

0
年
継
続
態
勢
の

確
立
を
目
指
し
て

所
の
開
所
式
も
開
催
さ
れ
、
招
待
者
と
し
て
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
う
記
念
す
べ
き
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
広
大
な
オ
レ
ン
ジ
園
の
蜂
蜜
採
取
の

た
め
巣
箱
五
〇
箱
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
日
本
の
足
踏
み
脱
穀
機
現
物
を
現
地
に

送
り
、

P
M
S
で
製
造
・
販
売
す
る
計
画
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
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維
持
、
②
隣
接
地
へ
の

P
M
S
方
式
普
及
を
目
的

に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に

P
M
S
支
援
室
が
発
足

し
現
地
P
M
S
と
の
連
携
・
サ
ポ
ー
ト
態
勢
の
確

立
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ミ
ラ
ー
ン
堰
そ
ば
に
建
設
さ
れ
た
訓
練
所
を
訪

問
、
立
地
場
所
と
し
て
最
適
で
庭
園
も
あ
り
、
訓

練
所
と
し
て
環
境
整
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二

0
一
八
年
一
月
か
ら
訓
練
が
開
始
さ
れ
、
今

後
多
く
の
研
修
生
が
受
講
し
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全

士
復
興
の
原
動
力
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
現
地
P
M
S
に
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
で
き
れ
ば
、
業
務
の
円
滑
化
と
中
村
先
生
の
日

常
業
務
の
負
荷
を
軽
減
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

痛
感
し
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
常
駐
で
き
る
日
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
を
振
り
返
っ
て

今
回
現
地
を
訪
問
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
支

援
す
る
P
M
S
の
活
動
の
成
果
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

治
安
が
安
定
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
問
、
景
勝
地
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

用
水
路
沿
い
を
歩
き
な
が
ら
、
「
緑
の
大
地
計
画
」

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
大
歓
迎
し
て
い
た
だ
い
た
、

P
M
S
、
F
A
0

の
皆
様
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

PMS訓練所の受講生によるトレーニンクの感想

ナンガラハル州政府職員

クナール河流域担当 サイード モクタール

私は、ナンガラハルJ小1政府職員でクナール河流域担当のエンジニアサイードモクター

ルと申します。
きょれき

私はPMS取水方式を学ぶ 7日間の研修に参加しました。研修では、巨礫での堤防の建

設、土壌とセメントについての学習、護岸工法と蛇籠への石材の詰め方、柳の挿し木など

様々な実際的な仕事について学びました。

挿し木した柳への水やりや成長の観察によって、年間を通して柳を栽培できることを学

この研修は私にとって非常に興味深いものでした。植樹の効果を以下にまとめまぶなど、

した。

1)環境に効果的である。

2)蛇籠の後ろに柳を植えることによって柳の根が石の間に入って蛇籠を強くし、針金が

腐食しても籠の中の石を守ることができる。

3)柳は洪水から堤を守るのに有効である。

4)柳の木は薪として利用できる。

5)暑い季節には、人間や動物が緑陰で休むことができる。緑の景色は人々を楽しませ、

多くの人々がピクニックに来ている。多くのアフガン人が精神的に苦しんでおり、

彼らがそこで気分転換して幸せな時間を過ごすことができるのは非常に大切なこと

である。
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ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん

画
は
発
・
舜
と
並
び
称
せ
ら
れ
、
中
国
史
上
の

人
類
が
農
業
と
い
う
技
術
を
手
に
入
れ
て
か

ら
、
灌
漑
は
社
会
の
中
心
的
な
営
み
で
あ
っ
た
。

文
明
は
川
沿
い
に
発
展
し
、
河
や
泉
か
ら
の
取

水
、
水
施
設
の
完
備
は
、
為
政
者
の
権
威
に
関
わ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
で
も
弘
法
大
師
か
ら
江

戸
時
代
の
無
名
の
庄
屋
た
ち
に
至
る
ま
で
、
治
水
・

灌
漑
の
業
績
は
末
代
ま
で
語
り
継
が
れ
た
。
日
本

で
最
も
親
し
ま
れ
た
古
典
で
あ
る
論
語
は
、
孔
子

の
生
き
た
時
代
、
二
五

0
0年
前
の
古
代
中
国
社

会
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。
古
代
の
中
国
人
が
水

や
灌
漑
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
古
代
の
水
の
事
業
が
い
か
に
重

大
事
だ
っ
た
か
、
我
々
の
想
像
を
超
え
る
。

ろっ

子
日
く
、
馬
は
吾
れ
間
然
す
る
こ
と
な
し
。

う
す

飲
食
を
韮
く
し
て
孝
を
鬼
神
に
致
し
、
衣
服
を

ふ
つ
べ
ん

悪
し
く
し
て
美
を
散
冤
（
祭
壇
）
に
致
し
、
宮

ひ

く

こ

う

き

よ

く

つ

く

室
を
卑
く
し
て
力
を
溝
瀧
（
灌
漑
）
に
盪
す
。

馬
は
吾
れ
間
然
す
る
こ
と
な
し
。
（
泰
伯
第
八
）

卍
萬
は
間
然
す
る
こ
と
な
し

伝説的な皇帝である。孔子が最も敬愛する

人物の一人で、「間然（批難）することなし」

が一一度も出てきて、並々ならぬ賞賛である。

萬は五帝時代の聖王・舜に仕え、困難な

治水灌漑工事を行って尊敬を集め、禅譲に

よって皇帝となり、後に夏王朝（紀元前二

0五0年）を開いたと言われる。相当苦労こん

した人らしく、その父・鯨も同様に舜の下

で灌漑事業に従事して失敗、咎めを受けて

処刑されている。遺志を継いだ萬は、十三

年間家に帰らず、全国の河川を治め、灌漑

で国土を豊かにしたと司馬遷の史記に記さ

れている。

灌漑の失敗で処刑されるという記述を見

ると、為政者側の権威にも関わる厳しい事

情があったに違いない。農業社会における

灌漑は、それほど重要であった。

「衣服を悪しくして美を祭壇に致す」と

は、自分の身の回りは質素にして、天を尊

び称えることである。これは論語全体を貫

く基本的な道徳観の一っで、実以上に飾る

ことを忌避すると共に、自然を司る者（天）

「--,水
..'（ム口 のょ

水ぶ
ヒー ま

と話^  4 
ヽ_＿＿| 

• L_  

晶ヽ

信／虹ぺ 東洋に

名 ぉ
『 け
文 る
云 水

［ 
閤
哲

花々が満開の PMSガンベリ公園 (2019年4月30日）

蔓
質
実
と
水
理

衣
服
や
住
ま
い
に
執
着
し
な
い
質
素
さ
は
、
儒

教
文
化
の
中
で
―
つ
の
徳
目
と
さ
れ
、
長
く
日
本

人
の
感
じ
方
・
考
え
方
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。

萬
は
特
に
こ
の
点
が
目
立
っ
た
ら
し
い
。
今
、
川

の
工
事
に
従
事
し
な
が
ら
思
う
と
、
納
得
で
き
る

も
の
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
は
徹
底
し
た
現
場
人

問
で
、
直
接
工
事
を
指
導
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
（
史

記
に
よ
れ
ば
、
萬
は
日
焼
け
し
て
手
が
カ
サ
カ
サ

で
、
水
に
浸
か
っ
て
い
た
脚
は
脱
毛
し
て
い
た
と

い
う
）
。
川
の
現
場
に
あ
る
者
は
、
言
葉
に
ご
ま

か
さ
れ
な
い
。
水
の
脅
威
も
恩
恵
も
、
た
だ
水
の

へ
の
感
謝
と
祈
り
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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理
を
司
る
神
意
に
よ
っ
て
成
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

理
屈
よ
り
実
を
重
ん
じ
、
無
用
な
飾
り
は
意
味

が
な
い
か
ら
、
衣
服
な
ど
も
無
頓
着
で
あ
る
。
ま

た
、
い
く
ら
技
術
や
経
験
を
尽
く
し
て
も
、
究
極

的
に
は
天
意
に
す
が
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
祈

り
を
尽
く
す
。
自
然
の
支
配
者
で
あ
る
天
、
そ
れ

に
対
す
る
人
間
の
謙
虚
さ
、
そ
の
関
係
に
於
い
て

こ
そ
、
倫
理
の
基
礎
が
あ
る
1

と
昔
の
聖
人
は

考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

蔓
「
減
災
」
と
「
祈
り
」

実
際
、
東
洋
的
な
「
治
水
」
と
は
、
決
し
て

flood control (
洪
水
制
御
）
と
同
義
で
は
な
い
。

「
治
水
」
の
語
は
、
そ
の
自
然
観
を
含
み
に
も
っ

が
故
に
、
英
訳
で
き
な
い
語
の
一
っ
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
flood
control
は
純
然
た
る
技
術

用
語
で
、
自
然
を
操
作
の
対
象
と
し
か
眺
め
な

い
。
た
か
が
言
葉
の
問
題
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ

が
、
我
々
近
代
人
の
意
識
か
ら
自
然
が
遠
ざ
か
っ

た
の
は
、

言
葉
の
問
題
も
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
自
然
と
は
三
人
称
の

物
質
で
あ
り
、
二
人
称
で
語
る
祈
り
や
対
話
の
相

手
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

の
っ
と

東
洋
的
な
治
水
は
、
一
般
的
に
自
然
地
形
に
則

り
、
人
と
自
然
、
彼
我
の
立
場
を
総
合
的
に
み

て
、
徹
底
し
た
減
災
を
目
指
し
て
い
る
。
流
水
に

は
必
ず
逃
げ
道
を
与
え
、
災
難
を
か
わ
す
の
で
あ

っ
て
、
力
で
対
抗
し
な
い
。
生
命
財
産
の
全
て
を

守
る
よ
り
は
、
生
命
な
ど
貴
重
な
も
の
を
護
る
た

め
に
、
あ
る
程
度
の
損
失
は
や
む
を
得
な
い
と
考

え
る
。
津
波
の
高
さ
が

1
6
m
だ
っ
た
か
ら
、

1
6
m

以
上
の
防
潮
堤
を
作
れ
ば
安
全
だ
と
は
考
え
な

い
。
先
ず
は
危
険
な
場
所
を
極
力
避
け
る
。
も
っ

と
言
え
ば
、
安
全
と
欲
望
は
両
立
し
な
い
の
で
、

欲
望
を
減
ら
し
て
危
険
な
冒
険
を
極
力
避
け
、
カ

を
尽
く
し
て
天
に
祈
る
。
そ
こ
に
は
単
な
る
技
術

で
は
な
く
、
あ
る
種
の
倫
理
観
が
息
づ
い
て
い
る
。

子
曰
く
、
知
者
は
水
を
楽
し
み
、
仁
者
は
山
を

楽
し
む
。
知
者
は
動
き
、
仁
者
は
静
か
な
り
。

い
の
ち
な
が

知
者
は
楽
し
み
、
仁
者
は
寿
し
。
（
雅
也
第
六
）

こ
れ
も
有
名
な
く
だ
り
で
あ
る
。
川
は
し
ば
し

ば
生
生
流
転
す
る
世
界
の
象
徴
と
し
て
登
場
す
る

が
、
こ
こ
で
は
流
転
の
中
を
生
き
る
知
恵
者
の
描

写
で
あ
る
。
静
と
動
の
対
比
で
、
水
は
動
を
代
表

し、

一
っ
と
し
て
同
じ
形
を
と
ら
ず
、
常
に
動
く
。

人
の
知
恵
も
そ
う
あ
る
べ
き
で
、
大
元
を
見
て
臨

機
応
変
に
対
処
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
固
定
し
た
り
、
白
黒
の
定
義
で
決
め
つ
け
た

り
し
な
い
。
「
君
子
は
器
な
ら
ず
」
と
い
う
言
葉

も
、
似
た
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

川
の
仕
事
も
そ
う
で
、
究
極
に
は
定
式
化
で
き

な
い
も
の
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
動
が

そ
の
時
の
様
態
と
す
れ
ば
、
静
は
動
を
律
す
る
不

動
の
倫
理
を
象
徴
す
る
。
そ
れ
が
仁
で
、
知
と
対

厘
知
者
は
水
を
楽
し
む

立
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
両
者
が
バ
ラ
ン

ス
を
以
て
あ
る
べ
き
こ
と
を
詩
的
表
現
で
述
べ
て

い
る
の
で
あ
る
。

現
代
は
西
洋
的
な
合
理
主
義
の
時
代
だ
。
儒
教

だ
の
論
語
だ
の
と
述
べ
れ
ば
、
す
ぐ
に
封
建
社

会
、
男
性
優
位
、
家
族
制
度
な
ど
を
連
想
し
、
負

の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
者
が
増
え
て
い
る
。
し
か

し
、
東
洋
思
想
に
親
し
ん
だ
老
世
代
の
一
人
と
し

て
言
い
遺
し
て
お
き
た
い
の
は
、
我
々
の
先
人
た

ち
が
大
陸
か
ら
の
文
化
を
吸
収
し
、
長
い
長
い
時

間
を
か
け
て
自
ら
の
精
神
的
な
血
肉
と
し
て
き

た
、
そ
の
歴
史
的
な
奥
行
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
伝

統
や
文
化
と
い
う
も
の
で
、
我
々
が
こ
の
世
界
で

考
え
、
行
動
す
る
精
神
的
な
土
壌
を
も
提
供
し
て

き
た
。
外
国
人
や
現
代
人
が
不
合
理
と
す
る
表
現

も
、
そ
の
奥
の
意
味
を
尋
ね
る
べ
き
で
、
字
面
の

判
断
だ
け
で
一
概
に
切
り
捨
て
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
政
治
思
想
と
も
無
縁
の
も
の
だ
。

我
々
の
一
般
的
な
考
え
方
の
根
底
に
あ
る
近
代

的
な
人
間
中
心
主
義
は
、
し
ば
し
ば
技
術
文
明
へ

の
絶
対
的
な
信
頼
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
や
や
も
す
れ
ば
、
技
術
だ
け
が
先
行
し
、
「
温

故
知
新
」
と
は
逆
に
、
旧
き
を
完
全
に
否
定
し
て

新
し
き
を
作
り
だ
せ
る
よ
う
な
錯
覚
が
な
か
っ
た

と
は
言
え
な
い
。

一
口
に
自
然
科
学
と
言
っ
て
も
、
自
然
の
ど
の

相
を
対
象
に
す
る
か
で
ず
い
ぶ
ん
異
な
っ
て
く

衝
人
間
中
心
主
義
の
錯
党
と
矛
盾
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る
。
例
え
ば
原
子
の
世
界
を
問
題
に
す
る
な
ら
、

画
一
的
に
数
学
の
よ
う
な
法
則
で
割
り
切
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
時
間
・
場
所
に
よ
っ
て
千
変
万
化

す
る
河
川
科
学
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

科
学
技
術
の
危
険
性
は
そ
の
限
界
を
忘
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
、
人
間
の
欲
望
・
願
望
と
科
学

信
仰
と
が
互
い
に
高
め
合
い
な
が
ら
、
恩
恵
の
大

き
さ
と
比
例
し
て
、
危
険
を
も
生
み
出
し
て
い

く
。
例
え
ば
、
我
々
が
優
れ
た
堰
を
作
り
、
強
力

な
護
岸
法
を
確
立
す
る
と
、
安
定
し
た
灌
漑
で
村

の
生
活
面
積
と
食
糧
生
産
が
増
え
る
。
分
配
の
問

題
は
さ
て
お
き
、
人
口
が
増
え
て
全
体
の
富
が
増

し
、
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
た
技
術
が
抵
抗
な
く
受

け
容
れ
ら
れ
て
い
く
。
だ
が
一
旦
得
た
も
の
は
手

放
せ
な
い
。
維
持
に
、
よ
り
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
投
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ

が
、
自
然
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
に
人
間

の
運
命
的
な
矛
盾
が
あ
る
。
技
術
は
基
本
的
に
人

間
の
都
合
を
優
先
す
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
自
然

の
動
き
に
適
う
も
の
で
は
な
い
。

河
川
に
関
わ
っ
た
者
な
ら
、
こ
の
こ
と
は
良
く

分
か
っ
て
い
る
。
自
然
史
を
大
き
く
見
れ
ば
、
プ

レ
ー
ト
が
動
き
、
海
底
が
隆
起
し
、
地
震
や
洪
水

な
ら

で
山
が
均
さ
れ
、
私
た
ち
の
住
ま
う
場
所
が
で
き

た
。
日
本
列
島
の
平
野
が
で
き
た
の
は
、
た
か
だ

か
こ
こ
一
万
年
ほ
ど
の
こ
と
で
、
川
は
地
表
を
削

る
彫
刻
刀
だ
。
洪
水
が
な
け
れ
ば
我
々
が
住
ま
う

場
所
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
洪
水
制
御
と
は
、

天
体
の
運
行
を
制
御
す
る
こ
と
に
等
し
い
。
気
の

遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
自
然
史
の
中
の
、
瞬
時
を

私
た
ち
は
生
き
て
い
る
。
だ
が
大
き
な
動
き
は
人

間
に
見
え
に
く
い
の
で
、
近
視
眼
的
に
な
り
や
す

い
。
自
然
の
生
成
ー
発
展
ー
消
滅
の
サ
イ
ク
ル
の

中
で
、
人
間
だ
け
が
無
限
に
発
展
す
る
か
の
よ
う

に
思
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

衡
倫
理
な
き
科
学
技
術
と
人
間
の
悲
劇

自
ら
省
み
な
い
技
術
は
危
険
で
あ
る
。
神
に
代

わ
っ
て
人
間
が
万
能
で
あ
る
か
の
よ
う
な
増
長
、

自
然
か
ら
の
暴
力
的
な
搾
取
、
大
量
消
費
と
大
量

生
産
i

こ
れ
ら
が
自
然
環
境
の
破
壊
や
核
戦
争

の
恐
怖
を
生
み
、
人
間
の
生
存
ま
で
脅
か
し
て
い

る
現
実
は
動
か
し
が
た
い
。

か
つ
て
我
々
の
世
代
は
、
学
校
で
次
の
よ
う
に

教
え
ら
れ
た
。

「
東
洋
の
文
化
は
自
然
と
融
和
し
、
西
洋
は
自
然

を
征
服
す
る
」

河
川
に
関
す
る
限
り
、
現
在
は
逆
転
し
て
し
ま

っ
た
。
過
去
の
文
明
の
反
省
か
ら
、
自
然
と
同
居

す
る
努
力
が
最
も
行
わ
れ
て
い
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
あ
り
、
日
本
は
や
っ
と
伝
統
工
法
の
見
直
し

が
、
そ
れ
も
西
欧
の
動
き
を
流
行
的
に
模
倣
し
始

め
た
ば
か
り
な
の
だ
。
今
、
気
候
変
化
に
よ
る
河

川
災
害
の
現
場
で
暴
れ
川
と
対
峙
し
、
温
暖
化
(II

沙
漠
化
）
に
よ
る
干
ば
つ
対
策
に
奔
走
し
て
い
る

と
、
否
が
応
で
も
「
技
術
の
倫
理
性
・
精
神
性
」

に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
伝
統
に
帰
る
と

は
過
去
の
形
の
再
現
で
は
な
い
。
そ
の
精
神
の
依

土l 位：

【PMSの動き】
(1) 3月、植樹数 100万本に達しました。

(2)4月1日、FAOアフガニスタン事務所所長がミラーン訓練所やガンベリ農場、

カマ堰を視察。 PMS職員と灌漑地計画協議のためラグマン州知事を訪問

しました。

(3) 4月、山田堰土地改良区・徳永哲也理事長及び（株）日本電波ニュース社・谷

津賢二氏の訪問を受け、脱穀機の使用法や柑橘類の剪定法等の農業指導

を受けました。

(4) 4月24日、ガンベリ農場で養蜂事業を開始。

(5) 5月4日、 PMSと中村医師が、ジャララバードのウラマー（伝統的な宗教

委員会）より表彰されました。
弓 JFr 

る
と
こ
ろ
か
ら
現
在
を
見
、
自
然
と
和
し
、
最
善

の
も
の
を
生
み
出
す
努
力
で
あ
る
。
我
々
に
遺
し

得
る
最
大
の
も
の
が
こ
の
精
神
の
よ
う
に
思
わ
れ

て
な
ら
な
い
。
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六
月
十
八
日
夜
間
に
東
北
北
陸
地
方
で
発
生
し
た
地
震
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
と
存
じ
ま
す
。
皆

様
の
ご
無
事
と
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
事
務
局
だ
よ
り

＊
六
月
一
日
、
年
に
一
度
の
総
会
・
現
地
報
告
会
が
福
岡

市
内
で
開
催
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
会
計
報
告
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
―

1
0
一
八
年
度

も
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
末
長
い
ご
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

今
号
は
、
明
る
い
話
題
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
和
平
へ
の
動
き
の
加
速
化
、
干
ば
つ
の
一
時
的
解

消
で
す
。
―
―
一
年
に
及
ぶ
少
雨
に
よ
っ
て
、
ア
フ
ガ
ン
全
土

で
灌
漑
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
、

P
M
S

訓
練
所
の
受
講
生
た
ち
が
各
地
で
活
動
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

*―

1
0
0
1
―
一
年
か
ら
―

1
0
一
九
年
―
―
一
月
ま
で
の
植
樹
数
が

百
万
本
を
超
え
ま
し
た
。
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
は
二
万
五
千

本
の
柑
橘
類
が
育
ち
、
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
そ
う
で
す
。

徳
永
哲
也
さ
ん
（
山
田
堰
土
地
改
良
区
理
事
長
）
の
お

話
に
よ
る
と
、
現
地
の
方
々
は
、
せ
っ
か
く
成
長
し
て
繁

っ
た
樹
木
の
枝
を
切
る
こ
と
に
初
め
は
難
色
を
示
し
た
そ

う
で
す
。
で
も
、
徳
永
さ
ん
ご
自
身
が
剪
定
さ
れ
た
樹
木

に
、
こ
の
秋
、
た
わ
わ
な
オ
レ
ン
ジ
が
実
れ
ば
不
安
は
一

掃
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

＊
五
月
―
―
六
日
、
福
岡
県
朝
倉
市
で
「
古
賀
百
エ
翁
（
筑

後
川
「
山
田
堰
」
他
の
大
改
修
に
尽
力
）
生
誕
一
二
頁
年
記

念
式
典
」
が
行
わ
れ
、
中
村
医
師
が
「
山
田
堰
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
未
来
を
拓
く
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

一
六
六
三
年
に
作
ら
れ
、
一
七
九

0
年
に
大
改
修
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
も
改
修
が
続
け
ら
れ
て
今
に
至
っ
て
い
る
山

田
堰
。
遥
か
時
空
を
超
え
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
出
現
し

た
「
山
田
堰
」
を
見
て
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
、

感
動
を
伝
え
て
下
さ
っ
た
徳
永
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

●
P
M
S
支
援
室
よ
り

＊
三
月
―
―
一
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ノ
ー
ロ
ー
ズ
（
新

年
）
を
迎
え
ま
し
た
。
ジ
ア
医
師
は
初
め
て
家
族
を
P
M

S
の
「
ガ
ン
ベ
リ
公
園
」
に
案
内
し
新
年
を
祝
っ
た
と
知

ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
滅
多
に
遠
出
を
す
る
こ
と
の
な
い

夫
人
や
娘
さ
ん
達
が
木
々
や
花
々
で
一
杯
の

P
M
S
公
園

を
目
に
し
た
驚
き
と
嬉
し
さ
、
楽
し
さ
に
想
い
を
馳
せ
互

い
に
祝
し
ま
し
た
。

＊
朝
倉
の
方
か
ら
頂
い
た
「
足
踏
み
脱
穀
機
」
を
四
月
に

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
へ
届
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
日
本
で
の
農
業
研
修
時
に
見
せ
て
頂
い
た
農
具
の
中

で
、
現
地
職
員
た
ち
が
最
も
関
心
を
示
し
た
の
が
こ
の
脱

と

う

み

穀
機
と
唐
箕
（
羽
根
車
で
起
こ
し
た
風
を
利
用
し
て
ゴ
ミ

を
吹
き
と
ば
す
装
置
）
で
し
た
。
ガ
ン
ベ
リ
農
場
の
開
墾
、

作
物
栽
培
、
収
穫
が
進
め
ら
れ
、
農
具
の
採
用
も
重
要
に

な
り
つ
つ
あ
る
今
、
日
本
で
使
わ
れ
て
い
た
道
具
が
参
考

に
な
り
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
指
導
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

◎
村
か
ら
~

＊
事
務
局
に
お
手
伝
い
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
ど
の
く
ら

い
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
最

初
は
、
月
に
一
回
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
子

供
た
ち
も
独
立
し
、
「
ワ
シ
も
族
」
で
な
い
夫
に
感
謝
し

て
、
か
な
り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
入
れ
込
ん
で
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
事
務
局
に
来
る
と
、
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
々
か
ら
の
払
込
み
票
に
書
い
て
あ
る
言
葉

に
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
務
局
で
は
、
人
生
の

大
先
輩
方
が
、
元
気
に
お
手
伝
い
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
姿
を
見
な
が
ら
、
生
き
方
を
見
習
う
こ
と
い
っ
ば
い
で

す
。
少
し
で
も
哲
先
生
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
た
ち
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
今
の
自
分
の
生
き
が
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
報
を
読
ま
れ
た
皆
様
、
福
岡
に
来
ら
れ
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
事
務
局
を
の
ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
。

び
っ
く
り
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
（
笑
）
（
S
H
)

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
（
現
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
）
な
ら
び
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
な
ど
を
支
援

し
、
必
要
な
広
報
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ワ

ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
―
―
-
、

0
0
0円
、
学
生
会
員

一、

0
0
0円
、
維
持
会
員
一

0
、

0
0
0

円
の
年
会
費
を
納
人
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら

創
意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動

を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て

活
動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会

計
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

〒
八
―

o
_0
0
0
三
福
岡
市
中
央
区
春

吉
―
|
―
六
ー
八

V
E
G
A
天
神
南
六

0
1

TELO九
一
一
ー
七
―
―
―
―
|
-
―
―
―
―
七
―
―
内
に
お
く
。

総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
年

六
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

会

J"
＂
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